活動報告書
報告日付：2020年4月1日
事業ID：2018490118
事業名：埼玉県和光市における第三の

       居場所の運営（2年目）
団体名：社会福祉法人エイドセンター
事業完了日：2020年3月31日
1.事業内容
支援が必要な世帯、その環境にあるこどもを対象に、家でも学校でもない第三の居場所を用意し、適切な生活習慣の支援と学習の支援を行なう。生活習慣の支援は、良質な手作りの食事を提供することを中心に、基本的生活習慣は社会化の第一歩と捉え、生活の一部を共に過ごしながら、これを行なう。
学習の支援は、学校教育の習慣化を図る。その他、情操支援としてモンテッソーリ教育をベースにした美的・肉体的・道徳的感性教育の機会を提供する。
2.事業内容詳細：
・開所　平日：小学校放課後～20：00、土曜日：8：00～20：00
　　　　　休校日：8：00～20：00
・送迎　対象児童の在校に迎えのみ実施
・対象児童　1～4年生（1年生2名、2年生4名、3年生3名、4年生2名）計11名
・生活支援　平日　完全手作りのおやつ・夕食
　　　　　　　　休校日　完全手作りの昼食・おやつ・夕食
・学習支援　宿題仕上げの習慣化指導、学習習慣化指導（休校日は午前午後1時間ずつの学習時間設定）
・家庭支援　個人面談（今期2回実施）
・包括支援　コグトレ（学校や社会で困らないために三方面（社会面　学習面、身体面）子どもを支援するプログラム、情操等教育プログラム（将棋教室、音楽教室、科学教室、造形教室等）
3.契約時事業目標の達成状況： 
1.拠点利用児童の募集
2.児童への居場所
3.児童への読み聞かせ
4.学習支援
5.食事の提供
6.保護者、地域、行政との関係構築
7.全国展開に耐えうる事業モデルの構築
【目標の達成状況】
1の達成状況
⇒行政が地域包括支援センターと連携し児童集めを行なっている。目標の15名には到達しなかったので、2020年4月以降は活発に行政と連携を取り児童集めに参加していく
2の達成状況
⇒第三の居場所となるよう、家庭のような雰囲気を大切にし、子どもが安らげる場所を設定できている。児童が拠点に行きたがっていると保護者から言われることが増えている
3の達成状況
⇒読み聞かせの習慣化を図ってきたことで本に興味が出てきている。読みやすい本を置いておくことで自分で読んだり、スタッフに読んでもらうようになっている
4の達成状況
⇒宿題完了の習慣化を図ってきた結果、自主的に進められるようになり、宿題をやりきれるようになった。次の段階として、学習の習慣化を図るため休校日は午前と午後に約1時間の学習時間を設定する。拠点で用意したプリント（各学年に合わせた学習プリント等）や家から持参した課題を実施。
また、2020年1月からはコグトレを取り入れ、聞く力・考える力・見る力等を養えるよう実施。意欲的に取り組み、児童の得意と苦手が分かるようになっている。
5の達成状況
⇒毎日栄養士が手作りのおやつ、夕食を作り、子どもたちに提供している
6の達成状況
⇒【保護者】都度丁寧な児童の日常報告を行なうことで、十分な信頼関係を構築できている。またこの他に、毎月の保護者向け「お便り」で児童の様子を伝えている。更にICTシステムを活用し、簡易に多くのコミュニケーションを図れるようにしている。一年目に比べて、保護者自身の話や子育ての悩みを話してくれることが増え、家庭環境の把握に繋がっている。
【行政】日頃より入所児童等についての相談・報告などの応答・連絡をスムーズに行なえている。
【地域包括支援センター】良好な関係を構築できている。入所家庭（児童）についてのケース会議を今期実施できなかったので、次年度は実施できるように計画したい
【地域】目立った関わりはないが、地元の農家から無償で野菜等食材の提供、拠点の事業内容を必要に応じて説明し、理解し、共存の意識定着が拡大しつつある
【小学校】児童の宿題確認をきっかけに連携を取れるようになり、今では良好な関係を構築できている。
遠慮せず連絡を入れてほしいと先生方から声をかけていただき、児童の学校での様子、保護者についてなどの聞き取りを行なえている。また、宿題完了を感謝されている
7の達成状況
⇒学童保育の施設体制（安全面、衛生面等）のもと、支援を必要とする世帯の児童を対象に、地域自治体及び地域包括支援センターと連携して効果的にアプローチを行い、更に保育士・幼稚園教諭・養護教諭・小学校教諭等専門スキルを持つスタッフと共に、児童に対し「養護と教育」を一体的に行える事業運営を構築している。
包括支援「コグトレ」　　　　　　　　　　学習支援教材
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